
きたかみ市議会だより　第 141 号（令和８年５月 15 日）　　2

令和８年度から９年度にかけて、市立保育園・幼

稚園のホールと調理室にエアコンを設置する。

Ｑ　�令和８年度に設置する園はどこか。

Ａ　�大通り保育園、二子保育園、南保育園、黒沢

尻幼稚園にそれぞれ設置する。

幼稚園備品購入事業

7,000 通の軍事郵便など戦争に関する資料の保

存、展示を行う北上平和記念展示館の市営化に伴

い、藤根自治振興会に同館の運営に係る業務委託

を行う。

Ｑ　�令和７年度から資料保存のための取り組みを

進めていたが、それらに係る費用も委託料に

含まれているのか。

Ａ　�市営化に伴い、資料保存は市で責任を持って

実施する予定である。博物館などの助言を受

けながら早急に資料保存の方法や体制につい

て検討していく。

資源ごみ常設ステーションの管理やごみ分別アプ

リの運用を行う。

Ｑ　�分別アプリ委託料を減額する理由と、現在の

アプリ登録者数は。

Ａ　�多言語化する業務が完了したための減額。ア

プリは５言語に対応。アプリ登録者数は令和

８年１月末で 9,500 人である。

犯罪被害者等の支援に係る条例の制定と支援施策

などの検討のための委員会を開催する。

Ｑ　�犯罪被害者等の支援に係る条例や施策検討の

ための委員会の開催スケジュールおよび委員

構成の検討状況は。

Ａ　�令和８年度に検討委員会を４回開催し、令和

９年４月の条例施行を目指す。委員構成は、

知見のある大学教授や警察関係者、社会福祉

協議会やいわて被害者支援センター、市の福

祉部署の職員などを検討している。

予 算 総 額

６ ８ ３ 億 ７ , ９ ０ ０ 万 円
（ 特 別 会 計 ほ か 含 む ）

園ホールにエアコン設置

個人番号カード（マイナンバーカード）の発送、

交付などに係る事務。

Ｑ　�現在のマイナンバーカードの保有率は。

Ａ　�マイナンバーカードの交付枚数は令和８年１

月 31 日時点で述べ８万 6,566 枚であり、令

和７年１月１日時点の人口９万 1,090 人から

算出すると人口比 95％である。前年比では

１万 2,262 枚増えている。

保育所備品購入事業

マイナカード保有率９５％

 通知カード・個人番号カード
 関連事務

平和記念展示館を市営化

北上平和記念展示館運営事業ごみ分別アプリ活用

ごみ減量化・リサイクル推進事業

犯罪被害者支援に向けて

犯罪被害者等支援事業

143万円

408万円

73万円

22万円

194万円

5,754万円
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ＡＥＤ屋外設置事業

ＡＥＤを２台設置している市内

小中学校 22 校において、２台

のうち１台を屋外専用ボックス

に設置するもの。

拠点間交通運行事業

令和７年度より、試行的におに

丸号口内線の平日毎日運行化を

実施予定であり、その委託料を

増額計上するもの。

令和８年度の注目事業をピックアップ！

Ｑ　�２回接種すると効果が高いと言われている

が、年長児の接種も助成する考えはないか�。

Ａ　�国によると一度ワクチンを接種することで発

症者数が 88％減少する情報があるため、保

育園の集団生活が始まる前に一度接種してほ

しいという考えである。

学校適応に課題のある児童に対し、学校内での安

定した居場所作りや、学習面の支援を行う校内教

育支援センター支援員を令和８年度から４名配置

する。

Ｑ　�支援員は教員免許を持った人を配置するの

か。

Ａ　�学習サポートも行う予定であるため、教員免

許を持っている人である。

クマ撃退スプレーなどの購入、赤外線カメラ搭載

ドローンを活用したクマの捕獲支援などを行う。

Ｑ　�狩猟免許取得手数料と煙火保安講習受講料は

何名分の見込みか。またドローンライセンス

取得は何名分の見込みか。

Ａ　�市職員を対象に狩猟免許３名、保安講習４名

を想定し、ドローンライセンスは２名の新規

取得を予定している。

黒沢尻体育館の老朽化に伴い、統合北上中学校の

第２体育館を社会体育施設として整備する方針を

定め、実施設計を行うもの。

Ｑ　�第２体育館はこれから新築予定であるが、建

設時期および住民説明のスケジュールをどの

ように見込んでいるのか。

Ａ　�令和８年度は実施設計を行い、令和１０年度

に完成および供用開始を目指している。住民

説明は黒沢尻東地区および西地区への説明を

令和８年度以降に順次実施する予定である。

新年度予算について審議！新年度予算について審議！

２月24日～27日に行われた予算特別委員会分科会で審査

した中から、各分科会での注目事業をご紹介します。

※各事業の予算額は１万円未満を四捨五入しています。

１歳児と年長児の２回接種を基本とする小児おた

ふくかぜ予防接種のうち、１歳児の接種を上限額

4,000 円で助成する。

予防接種費用を助成

小児おたふくかぜ予防接種助成事業

学習支援を強化

 校内教育支援センター
 支援員配置事業

北中第２体育館を活用

黒沢尻体育館移転改築事業

クマ対策を強化

クマ・シカ・イノシシ対策事業

クマ被害防止ドローン導入事業

419万円

905万円 326万円

4,495万円

950万円


